
いう種類だとわかる。

　熊楠による図の説明では、特に眼の部分に注目しており、

どのような方向に向いているかを詳細に観察している。この

ような形態やその生物学的意義は、様々な視点から議論が可

能だろうが、熊楠は眼柄部分が伸びるアサヒガニとの比較を

している。アサヒガニの標本は顕彰館にも残っている。

　この記述を読んだときには、菌類学者である熊楠が、動物

についても鋭い観察眼を発揮しているものと思ったが、なぜ

眼球に注目するのか、それ以上のことはよくわからなかった。

　最近になって、たまたま『熊楠ワークス』32号の表紙を見

ていたら、1941（昭和 16）年日記巻末にある食料蛙のスケッ

チで、「四つ目」に見えることに言及していた。ここでも眼に

ついて注目している。その筆者である岩崎仁さんは、「四つ目

の犬」について説明されている。岩崎さんは特に言及されて

いないが、「四つ目」や「四眼」というのは、「邪視」に結び

つくものだろう。そう考えると、熊楠の興味と注目点がつな

がってくるように思える。

　邪視関係の論文は、明治の頃から、昭和になっても書き継

がれ、熊楠が一生を通じて考え続けたテーマであった。邪視

のテーマは、現代人からすれば、トンデモな発想と思えるか

も知れないが、生物の目玉模様などのように、ある生物が発

する情報を、周囲の生物がどのように受け止めるかと考えれ

ば、生物学的なテーマとなり得る。

　熊楠の興味は、生物に対する観察から文化現象までを視野

に入れていた。そんな熊楠からすれば、“クツエビ”の視線も

気になって、スケッチにせずにはおれなかったようだ。

　熊楠の日記の巻末ページには、生物を観察した絵がよく掲げ

られている。この文章では、田辺・南方熊楠翻字の会（以下、

田辺翻字の会）で読んだ 1933（昭和 8）年の日記巻末に掲

載されているスケッチを取り上げたい。この図にたどり着いた

のは、筆者が田辺翻字の会に参加したばかりの時期に読んだ 

1933 年 12月24日の日記に、以下のような記述があったか

らであった。

　その図と説明を翻刻したものを、以下に掲げる。

 

　紀南地方では、イセエビの仲間で平たくなった種類を、クツ

エビ、ゾウリエビ、セッタエビなどと呼ぶ。図示されたものは、

一見して標準和名のゾウリエビ（ ）と
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